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藤沢市都市整備部都市整備課

村岡新駅周辺地区まちづくり方針【概要版】

【村岡新駅周辺地区の位置】

藤沢市の都市拠点のひとつとして、村岡新駅周辺地区の
まちづくりを進めるにあたり、将来地区像や方向性などの
「まちのあり方」を示す指針として、 「村岡新駅周辺地
区まちづくり方針」を定めたものです。

１ 村岡新駅周辺地区でまちづくりを考える際のポイント

❷産業・経済基盤としてのあり方

レジリエンスと環境性能を備えた街へ

新しいビジネスチャンスの創出や事業継続
性の高い産業エリアを構築するためには、都
市災害等に対するレジリエンスや環境性能を
備えた社会基盤を確保することが求められま
す。また、域内外の円滑で多様なアクセスの
実現などが必要です。

❸持続的な地域まちづくりのあり方

官民が連携し「つくる」から「つかう」へ

SDGsに基づいたよりよい社会実現を図りつつ
持続的なまちづくりを進めるには、整備段階の
「つくる」というだけでなく、どのように街を
活用し、活力を高めるかといった「つかう（＝
マネジメント）」視点も含め、官民連携・地域
連携で街の価値を高める取組みが必要です。

❶都市拠点としてのあり方

通常の研究施設集積とは異なる立ち位置へ

研究者・開発者などのクリエイティブ人材と
ともに、地域住民・来街者等の交流人口を増や
すために、新しい創造社会の形成に寄与するま
ちづくりが求められます。また、市内の拠点や
隣接する深沢地区との機能連携による相乗効果
も求められます。

村岡新駅を中心に、知的人材の集積を活かし世界に誇る「尖る創造」と地域や市民と共に
創り出す「広がる創造」が相互に作用することで好循環を生み出す、新たな研究開発拠点を形成します。

【村岡新駅周辺地区の周辺概況】

２ 村岡新駅周辺地区が目指す将来地区像

【上位・関連計画】

藤沢市の都市拠点である村岡新駅周辺地区では、研究開発拠点という位置づけを踏まえ、
これからの時代にふさわしいまちづくりのあり方、そして持続的な取組みが求められています。

はじめに

※「村岡新駅周辺地区まちづくり方針」は藤沢市ホームページでご覧いただけます。
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３ 創造を育み持続可能な街を実現するために設定する４つの重要テーマ

方針① ひとの活動を重視した空間づくり

方針② 未来に続く魅力ある空間づくり

方針③ めざす空間形成に合わせた取組み・手法

① 垣根を感じさせ
ない空間づくり

② 駅南北をつなぐ
軸の形成

③ 可変性のある
空間整備

７ まちづくりの実現に向けた推進方策

① 将来地区像の実現に向けた「つかう」
を見据えた「つくる」の考え方

② 先導的な取組みを推進する
主要プロジェクトの設定

③ 社会やニーズの変化に合わせた柔軟な事業展開

④ まちびらきに向けたスケジュール管理と見直し

〇 包括的事業パートナーの導入
〇 グリーンインフラの推進
〇 既存事業者等との連携促進
〇 土地の未利用期間の暫定的活用

［全市的な緑の骨格を形成する緑の軸］…「緑や文化豊かなまちづくり」 より

５ 空間づくりを行う上での基本的な考え方と空間整備方針 ６ まちづくりに伴う全市に対する効果

【空間づくりを行う上での基本的な考え方】

【空間整備方針】

① 新たな研究開発拠点の形成及び市内都市拠点の
バランスよい配置とともに、市内の円滑な移動
の実現による、市全体の活力創出等へ

② 市全体の活力創出に伴う持続的な税収増が、資
源配分を可能とし、安定的な行政運営へ

③ 新たな暮らし方の創造や都市サービスの享受等
により、市民の暮らしやすさの充実・更新へ

【空間整備イメージ】

４ ４つの重要テーマに基づいた導入機能のイメージ

研究・開発の場
～働く～

憩い・リフレッシュの場
～暮らす～

創造が生まれる場
～交流・体験・触発～

研究開発機能

オフィス系機能

交流・コンベンション機能

体験・展示・情報発信機能
ヘルスケア機能

自然や芸術とのふれあい機能

飲食機能 サービスアパートメント機能

生活サービス機能

※「村岡新駅周辺地区まちづくり方針」は藤沢市ホームページでご覧いただけます。


